
1 ① 1 中城護佐丸まつり

実施計画（平成３１年度～平成３３年度）事業一覧（節毎）

１節　歴史伝統（受け継がれてきた価値を再認識し、心豊かに暮らせる村）

基本施策
番　　　号

実施施策
番　　　号

事業名



今後の展開 実行委員会を平成31年4月に立ち上げる。

目標
（KPI等）

まつり開催の周知を徹底し、来場者数増に繋げ
る。

（来場者数　5,000人/日）

前年度との
相違点

前年度との
相違点

目標 目標

一般財源 千円 ％一般財源 千円 ％一般財源 3,291 千円 20 ％
その他（　　　） 千円 ％その他（　　　） 千円 ％その他（　　　） 千円 ％

地方債 千円 ％地方債 千円 ％地方債 千円 ％
県補助金名 千円 ％県補助金名 千円 ％県補助金名 千円 ％

国庫補助金名 千円 ％国庫補助金名 千円 ％国庫補助金名 一括交付金 13,161 千円 80 ％

合計 0

財 源 内 訳 財 源 内 訳 財 源 内 訳

合計 16,452 合計 0

内　容 予算項目 事業費（千円） 内　容

補助金 16,452

出店や舞台など、村内の各種団体をメインに出演してもらい、村民が参加・活躍する場の充実を
図り、「村民一人ひとりが村づくりに積極的に取り組む村」の実現に繋がる。
来場者が最後までまつりに参加し楽しんでもらえるようなプログラム内容を考える必要がある。

開催場所を中城城跡にすることにより、世界遺産の魅力を村内外へ発信することができ
る。
花火ショーをメインとしたプログラム内容にし、世界遺産中城城跡と花火のコラボレー
ションにより城壁の美しさをPRできる。

平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度
予算項目 事業費（千円） 内　容 予算項目 事業費（千円）

年 積算資料 無

事業を実施する必要性と現状の課題 事業実施効果

その他関係施策 内線番号 303

事業期間 平成 年 ～ 平成

担当係 振興開発係

実施施策 ② 村民が参加・活躍する場の充実 担当名 謝名堂

千円

事業概要 第 四 次 総 合 計 画 位 置 付 け 担 当 課

地域の特色を活かした第13回中城護佐丸まつりを世界遺産中城城跡
にて1日もしくは2日間開催する。

施策の大綱 １節 村民参画（村民一人ひとりが村づくりに積極的に取り組む村） 企画課

基本施策 ① 村民参加に支えられた協働による村づくり

千円 対前年増減額 6,552 千円
実施計画総事業費
(平成31～33年度）

16,452

実 施 計 画 書 （平 成 ３１ 年 度 ～ 平 成 ３３ 年度 )

事 業 名 中城護佐丸まつり 事業区分 継続事業

前年度事業費 9,900 千円
平成31年度
事　業　費 16,452


